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「
群
峰
」
記
念
号
に
寄
せ
て 

富
山
大
学
名
誉
教
授

金
子

幸
代 

 

今
か
ら
20
年
ほ
ど
前
、
森
鷗
外
を
中
心
と
し
た
比
較
文
学
を
講

じ
る
た
め
に
富
山
大
学
に
赴
任
し
、
未
知
の
地
で
あ
っ
た
富
山
で
、

新
し
い
出
会
い
や
発
見
を
重
ね
た
日
々
を
懐
か
し
く
思
い
出
し
て

い
る
。
富
山
で
の
暮
ら
し
が
落
ち
着
い
て
き
た
頃
、
荘
厳
な
立
山

の
威
容
と
四
季
折
々
に
変
貌
す
る
日
本
海
の
姿
を
眺
め
て
い
る
う

ち
に
、
私
の
な
か
に
い
つ
の
間
に
か
ふ
た
つ
の
夢
が
生
ま
れ
て
き

た
。
ひ
と
つ
は
、「
文
学
不
毛
の
地
」
と
い
わ
れ
る
富
山
に
お
け
る

近
代
文
学
研
究
を
盛
ん
に
し
た
い
と
い
う
夢
で
あ
り
、
他
の
ひ
と

つ
は
、
い
つ
か
富
山
に
近
代
文
学
館
を
建
設
し
た
い
、
と
い
う
夢

だ
っ
た
。 

日
本
だ
け
で
な
く
世
界
に
名
だ
た
る
企
業
も
多
い
富
山
の
地
は

多
く
の
実
業
人
を
輩
出
し
、
富
山
の
売
薬
さ
ん
な
ど
篤
実
に
働
く

人
々
の
姿
で
知
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
実
業
重
視
の
富
山
人

の
気
質
か
ら
、
や
や
も
す
る
と
文
化
芸
術
へ
の
関
心
が
薄
い
と
さ

れ
、
著
名
な
文
学
者
も
、
例
え
ば
隣
県
の
石
川
県
な
ど
と
比
べ
る

少
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
私
の
接
し
た
範
囲
で
は
、
一
般
市
民

の
な
か
に
文
学
に
強
い
関
心
を
寄
せ
て
い
る
人
々
や
サ
ー
ク
ル
は

決
し
て
少
な
く
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
文
学
に
親
し
む
会
に
呼

ば
れ
て
森
鷗
外
な
ど
に
つ
い
て
講
演
し
た
こ
と
も
数
多
く
、
聴
講

者
の
熱
心
さ
に
驚
か
さ
れ
た
。
比
較
文
学
の
学
生
た
ち
も
意
欲
的

に
文
学
を
学
ん
で
い
て
、
富
山
の
文
学
を
研
究
テ
ー
マ
に
し
た
学

生
も
い
た
。 

私
自
身
も
、
文
学
に
関
心
を
も
つ
サ
ー
ク
ル
や
個
人
と
触
れ
合

う
こ
と
に
よ
り
、
富
山
の
文
学
に
関
心
を
深
め
る
よ
う
に
な
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
富
山
文
学
の
先
人
た
ち
を
知
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま

た
、
米
騒
動
や
「
横
浜
事
件
」
な
ど
富
山
に
関
わ
り
の
あ
る
近
代

史
の
大
事
件
に
つ
い
て
も
調
べ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。 

そ
の
よ
う
な
中
で
、
丸
山
先
生
、
高
熊
先
生
、
近
藤
先
生
、
黒

崎
先
生
な
ど
、
富
山
の
近
代
文
学
を
研
究
す
る
方
々
と
知
り
合
う

こ
と
が
で
き
、
富
山
の
近
代
文
学
研
究
を
共
同
し
て
進
め
る
「
場
」

を
作
ろ
う
、
と
構
想
が
ま
と
ま
っ
た
。
こ
う
し
て
、
講
演
会
、
シ

ン
ポ
な
ど
を
重
ね
、
参
加
す
る
方
々
も
徐
々
に
増
え
て
い
っ
た
。

や
が
て
、
富
山
文
学
の
会
に
発
展
し
、
関
係
者
の
ご
努
力
に
よ
り
、

規
模
も
拡
大
し
て
い
っ
た
。
私
も
、
自
分
が
関
係
す
る
各
種
学
会
、

近
代
文
学
会
北
陸
支
部
、
比
較
文
学
会
関
西
支
部
、
社
会
文
学
会

な
ど
の
大
会
や
研
究
会
を
積
極
的
に
富
山
で
開
催
し
、
私
や
院
生
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祝
辞 

富
山
高
等
専
門
学
校 

 

富
山
文
学
の
会
の
創
立
10
周
年
、
心
よ
り
お
祝
い
申
し
あ
げ
ま

す
。 貴

会
が
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
富
山
文
学
の
研
究
や
啓
蒙
に

大
い
に
貢
献
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
対
し
、
敬
意
を
表
し
ま
す
。 

本
校
の
副
校
長
で
あ
る
高
熊
哲
也
教
授
、
射
水
キ
ャ
ン
パ
ス
国

語
科
主
任
の
近
藤
周
吾
准
教
授
、
そ
し
て
黒
﨑
真
美
非
常
勤
講
師

の
三
名
が
、
富
山
大
学
の
先
生
方
は
じ
め
多
く
の
先
生
方
の
ご
指

導
の
下
、
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
、
連
携
を
深
め
な
が
ら
、
貴
会
創

立
以
来
、
一
貫
し
て
そ
の
研
究
や
運
営
に
携
わ
っ
て
参
っ
た
こ
と

は
本
校
に
と
っ
て
も
意
義
あ
る
こ
と
で
す
。 

本
校
は
、
図
ら
ず
も
貴
会
が
創
設
さ
れ
た
の
と
同
じ
平
成
21
年

10
月
、
富
山
工
業
高
等
専
門
学
校
と
富
山
商
船
高
等
専
門
学
校
が

統
合
さ
れ
て
誕
生
し
ま
し
た
。 

本
校
は
工
学
系
４
学
科
（
機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科
、
電
気
制
御

シ
ス
テ
ム
工
学
科
、
物
質
化
学
工
学
科
、
電
子
情
報
工
学
科
）、
人

文
社
会
系
１
学
科
（
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
）、
商
船
系
１
学
科
（
商

船
学
科
）
の
合
計
６
学
科
の
本
科
お
よ
び
専
攻
科
か
ら
な
っ
て
お

り
、
国
内
57
高
専
の
ト
ッ
プ
校
と
し
て
北
陸
お
よ
び
我
が
国
、
そ

し
て
世
界
で
活
躍
す
る
技
術
者
、
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
を
育
成
し
、

高
度
な
研
究
を
行
っ
て
い
る
国
内
有
数
の
高
等
教
育
機
関
で
す
。

そ
の
よ
う
な
研
究
の
成
果
を
地
域
社
会
に
積
極
的
に
還
元
す
る
こ

と
を
、
本
校
は
非
常
に
重
要
視
し
て
お
り
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
貴
会
お
よ
び
地
域
の
皆
様
に
は
本
校
の
教
育
・
研

究
活
動
に
も
ご
注
目
い
た
だ
き
、
格
別
な
る
お
力
添
え
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

末
筆
に
な
り
ま
す
が
、
貴
会
の
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
隆
盛
を
祈

念
申
し
上
げ
て
、
祝
辞
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

- 5 -

特集　富山文学の会 10 周年
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富
山
文
学
の
会 

十
年
の
軌
跡 

―
―
二
〇
〇
九
年
か
ら
二
〇
一
八
年
ま
で
―
― 

富
山
文
学
の
会 

 

富
山
文
学
の
会
が
、
十
周
年
を
迎
え
た
。
こ
れ
を
機
に
、
こ
の

十
年
の
活
動
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
。 

そ
の
前
に
、
参
考
と
し
て
、
こ
の
十
年
を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ

で
き
る
よ
う
「
読
者
が
選
ぶ
県
内
10
大
ニ
ュ
ー
ス
」（『
北
日
本
新

聞
』
12
月
）
の
１
位
を
挙
げ
て
お
こ
う
。 

 

①
一
年
目

二
〇
〇
九
年
（
平
成
21
年
） 

「
お
く
り
び
と
」
米
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
外
国
語
映
画
賞 

②
二
年
目

二
〇
一
〇
年
（
平
成
22
年
） 

ク
マ
出
没

人
身
被
害
相
次
ぐ 

③
三
年
目

二
〇
一
一
年
（
平
成
23
年
） 

「
え
び
す
」
食
中
毒
で
５
人
死
亡 

④
四
年
目

二
〇
一
二
年
（
平
成
24
年
） 

新
湊
大
橋
が
開
通 

⑤
五
年
目

二
〇
一
三
年
（
平
成
25
年
） 

富
山
一
が
夏
の
甲
子
園
８
強 

⑥
六
年
目

二
〇
一
四
年
（
平
成
26
年
） 

富
山
第
一
高
サ
ッ
カ
ー
全
国
制
覇 

⑦
七
年
目

二
〇
一
五
年
（
平
成
27
年
） 

北
陸
新
幹
線
が
開
業 

⑧
八
年
目

二
〇
一
六
年
（
平
成
28
年
） 

田
知
本
・
登
坂
選
手
が
金
メ
ダ
ル 

⑨
九
年
目

二
〇
一
七
年
（
平
成
29
年
） 

「
富
富
富
」
新
富
山
米
の
名
称
決
定 

⑩
十
年
目

二
〇
一
八
年
（
平
成
30
年
） 

奥
田
交
番
襲
撃
２
人
死
亡 

一

夜
明
け
前 

◎
富
山
文
学
の
会

前
史 

富
山
文
学
の
会
が
発
足
し
た
の
は
、
二
〇
〇
九
年
の
秋
で
あ
る
。

が
、
も
う
少
し
遡
っ
た
時
点
か
ら
、
い
わ
ば
そ
の
前
史
か
ら
書
き

留
め
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。
こ
の
時
期
の
こ
と
は
会
員
で
あ
っ
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も
含
め
、
富
山
文
学
研
究
者
の
研
究
発
表
の
場
を
確
保
し
よ
う
と

努
め
て
き
た
。
そ
れ
に
よ
り
富
山
文
学
の
存
在
に
つ
い
て
、
他
地

域
の
研
究
者
に
も
認
識
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
、

と
思
っ
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
に
富
山
文
学
研
究
の
気
運
が
高
ま
る
な
か
、
私
の
富

山
文
学
研
究
の
対
象
は
小
寺
菊
子
に
向
か
う
よ
う
に
な
っ
た
。
小

寺
菊
子
は
「
大
正
の
３
大
閨
秀
作
家
」
と
称
さ
れ
て
い
た
が
、
ほ

と
ん
ど
忘
れ
ら
れ
た
存
在
に
な
っ
て
い
た
。
私
は
さ
ま
ざ
ま
な
出

会
い
に
よ
り
菊
子
を
知
り
、
そ
の
作
品
を
読
み
進
め
、
菊
子
の
文

学
作
品
の
重
要
性
に
気
づ
く
よ
う
に
な
り
、
紹
介
や
研
究
を
進
め

た
。
幸
い
新
聞
や
金
沢
文
学
館
な
ど
で
菊
子
が
取
り
上
げ
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
菊
子
の
３
巻
本
の
作
品
集
を
桂
書
房
で
出
版
し

て
い
た
だ
い
た
の
も
、
う
れ
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。 

私
の
も
う
ひ
と
つ
の
夢
で
あ
っ
た
富
山
の
文
学
館
建
設
も
、「
高

志
の
国
文
学
館
」
の
建
設
に
よ
り
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ

れ
か
ら
各
種
資
料
の
収
集
が
進
み
、
富
山
文
学
研
究
の
拠
点
と
し

て
重
み
を
増
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。 

本
誌
「
群
峰
」
も
号
を
重
ね
、
富
山
文
学
研
究
の
深
化
を
感
じ

さ
せ
る
研
究
論
文
や
資
料
紹
介
が
多
く
、
こ
れ
か
ら
の
富
山
文
学

研
究
の
峰
々
の
一
層
の
高
み
を
期
待
す
る
こ
と
大
で
あ
る
。 

森
鷗
外
は
、
青
鞜
社
同
人
で
あ
る
尾
竹
紅
吉
が
新
た
に
発
刊
す

る
「
番さ

紅
花

ふ

ら

ん

」
に
寄
稿
を
求
め
ら
れ
た
際
に
、「
サ
フ
ラ
ン
」
と
い

う
巻
頭
文
を
書
い
た
。
植
物
の
サ
フ
ラ
ン
と
自
ら
の
関
わ
り
を
幼

年
期
か
ら
た
ど
っ
た
内
容
で
あ
る
が
、
結
末
は
次
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。 

 

宇
宙
の
間
で
、
こ
れ
ま
で
サ
フ
ラ
ン
は
サ
フ
ラ
ン
の
生
存
を

し
て
ゐ
た
。
私
は
私
の
生
存
を
し
て
ゐ
た
。
こ
れ
か
ら
も
、

サ
フ
ラ
ン
は
サ
フ
ラ
ン
の
生
存
を
し
て
行
く
で
あ
ら
う
。
私

は
私
の
生
存
を
し
て
行
く
で
あ
ら
う
。 

 

「
番さ

紅
花

ふ

ら

ん

」
な
ら
ぬ
「
群
峰
」
の
一
層
の
成
長
を
祈
り
、
こ
れ

か
ら
も
遠
方
の
地
か
ら
応
援
し
て
い
き
た
い
と
心
か
ら
思
っ
て
い

る
。 
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